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研究成果の概要（和文）：公権力の発給文書を基準にした古文書学の様式論では、荘園・公領の現地（地下）に
残された文書の多くがイレギュラーな文書とみなされ、正当に評価されてこなかった。そこで、本研究では地域
社会の多様な社会集団が作成・管理した文書のあり様をトータルに把握する分析概念として「地下文書」という
研究用語を定立し、日本中世の「地下文書」の全体像を浮き彫りにすることを目指した。成果としては、①史料
用語としての「地下文書」の意味と成立を確定した上で、②地下文書独自の様式展開、③地下での文書作成の作
法と執筆者、④地下における文書の機能・役割、⑤地下文書の保管形態、⑥地下文書の二次的機能による伝来と
いった諸点が解明された。

研究成果の概要（英文）：In the style theory of the ancient manuscripts based on citizenship Power's 
issuance documents, many of the documents left in the locale of the manor and the public territory 
were considered to be irregular documents, and have not been duly evaluated.In this study, we 
triangular position the research term "Jige　Monjyo" as an analysis concept to grasp the document 
that the various social groups of a local society created and managed in total. The Japan aimed to 
highlight the whole picture of the medieval "Jige Monjyo".As a result, after determining the meaning
 and the approval of the "Jige Monjyo" as the historical documents, the Jige Monjyo's original style
 development, of document creation in the basement, the function and role of documents in the 
basement of , the storage form of the Jige Monjyo, The points such as the introduction by the 
secondary function of the Jige Monjyo has been clarified.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 古文書学の二つの潮流：「地下文書」論
の構築を目指す本研究の学術的背景として、
古文書学の二つの潮流が抱える本質的な問
題点があった。第一の潮流である文書様式論
は、公権力が発給する下達文書の変遷を軸に
構成されており、公家様・武家様以外の観点
を欠いている。そのため、「地下」で作成さ
れた独自の様式による文書の性格が明らか
にされることはなかった。第二の潮流は文書
管理学の流れである。惣村の文書管理につい
ては体系的な研究もみられるが、他方で荘官
層や土豪・名主層などの「地下」諸階層が作
成した文書の管理・伝来に関する研究は乏し
い。その背景には、残された文書群の整理を
主目的とする文書管理学的な方法がもつ本
質的な問題がある。以上の問題点をふまえる
と、「地下」において創出され独自に展開し
た文書様式を具体的に跡づけるとともに、散
在した「地下」諸階層の文書の全体を把握し
評価することが要請されることとなる。 
 
(2) 本研究メンバーによる研究蓄積：薗部寿
樹は、惣村文書の形成を荘園文書の集積と在
地慣行の文書化という二つの流れの中で位
置づけ、その後榎原雅治は惣村における文書
様式の独自の展開を跡づけた。また、湯浅治
久は中世後期の「地下」帳簿が百姓結合のみ
ならず寺僧集団など在地の多様な社会集団
によって作成され、領主との合意形成のため
に機能したと論じた。中世前期についても、
春田直紀が地頭代・荘官層が在地支配にあた
って「地下」独自の文書様式を創出していた
様相を明らかにし、高橋一樹も鎌倉期の地頭
代や公文の作成文書を分析し、国家中枢に起
点をもつ下達文書のフォーマットが、地域社
会に蓄積された行政能力を背景に受容され
たと論じた。一方、小川弘和は東寺の文書群
に包摂された公文伝来の文書群を素材に、権
利が文書化していく過程を描出している。こ
のように本研究のメンバーの研究成果によ
り、「地下」独自の文書様式や機能の展開が
中世前期・後期を通してみられた事実は明ら
かにされていたが、「地下文書」の全体像と
その中世を通じた展開は依然として未解明
の課題として残されていたのである。 
 
２．研究の目的 
 中世日本の「地下」（荘園・公領の現地）
には、中央権門が発給した文書を素材に構築
されてきた今までの古文書学では解けない
「地下文書」の世界が広がっていた。この前
提理解のもと、「地下」で作成・集積された
文書群の伝来・様式・機能について跡づけ、
「地下文書」の全体像を明らかにする「地下
文書」論の構築を目指す。現在「地下」の文
書研究は、中央の荘園文書体系が受容される
過程で生成された惣村文書論を軸に進展し
ているが、「地下」には多様な文書の作成・
管理主体が存在し、各主体が作成した文書が

様式的にも機能的にも相互に影響しあう中
で「地下文書」の世界が形成されたと考えら
れる。そこで、本研究では「地下」の諸階層
が作成・伝来した文書を分析し、それらの相
互比較を通して中世「地下文書」の全体像を
浮き彫りしていくことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 日本中世「地下文書」の具体像を多角的に
明らかにするために、惣村文書に加え、研究
対象が乏しい荘官層（公文など）、浦刀祢家、
土豪・名主層や在地寺社が作成した文書と、
これらの家や寺社に集積された伝来文書群
について研究する。研究方法としては以下の 
四つのアプローチを試みた。 
(1) 「地下文書」の語義と成立に関する研
究：地下文書という研究用語を定立するにあ
たり、史料用語としての「地下」そして「地
下文書」の語史的成り立ちを明らかにすると
ともに、実体としての地下文書の成立過程を
跡づけていく。 
 
(2) 地下文書を代表する史料類型に関する
研究：公権力の発給文書を基準とした古文書
学の様式論にとらわれず、地下の社会の現実
に規定された文書様式と機能の展開を跡づ
けることで、地下文書を代表する史料類型ご
とにそれぞれの基本的性格を見いだしてい
く。 
 
(3) 地下文書の原本調査の実施：地下文書の
特質をふまえた固有の史料論を展開するた
めには、原本調査による知見が不可欠となる。 
原本調査では、対象となる文書の事前検討を
行った上で、文書の形態（料紙・筆墨・筆跡・
花押・印章・封式など）にかんする調書を作
成し、その知見をもとに明らかになった事実
をもとに研究を進める。 
 
(4) 地下文書論の射程を広げる研究：地下文
書論が史料論のフロンティアとしてどのよ
うな可能性をもつのか、金石文・木札、東国、
浦、イングランドという四つの素材ないし場
に即して探っていく。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、毎年６月と 10 月に開催
した公開研究会（第１回～第７回中世地下文
書研究会）で逐次発表して、議論を積み重ね
た上で、最終年度である 2017 年の５月に論
集『中世地下文書の世界―史料論のフロンテ
ィア』（勉誠出版）を刊行して公表するとと
もに、同年 10 月には京都大学総合博物館で 
公開シンポジウム「中世地下文書の世界」を 
開催し、本研究の総括的議論を行った。以下
では、研究成果を集成した論集『中世地下文
書の世界―史料論のフロンティア』に収録さ
れた論文の論点を列挙していく。 
(1) 「地下文書」の語義と成立に関する研究： 
佐藤雄基「「地下」とは何か」は、史料用語



としての「地下文書」が、鎌倉後期の荘園制
変質のもとで中央の領主層から注目される
ようになった荘園現地の文書のまとまりを
指す語であることを明らかにした。小川弘和
「地下文書の成立と中世日本」は、実体とし
ての地下文書自体は荘園制の形成とともに
成立したことを、鎌倉時代初期の文例集によ
り論証した。地下のリテラシーの源泉を小川
は、受領制と「随近在地」に見る。10 世紀東
アジアの激動を経た日本では、受領制に結実
する流動化した社会関係の再構築に文書が
不可欠となったが、その必要は「随近在地」
と呼ばれた地域社会の諸関係形成でも同じ
で、律令的文書主義の下降浸透だけでは説明
できない内在的契機が歴史的前提となって
地下文書は成立したとされる。 
 
(2) 地下文書を代表する史料類型に関する
研究：薗部寿樹「村落定書」は、村落定書が
現状記録的な置文から現状変更的な定書に
変化した背景を、15 世紀の社会情勢の流動化
に求めた。似鳥雄一「日記と惣村―中世地下
の記録論」は、日記の文書群横断的な比較考
察により、各村落が直面していた課題や時代
変化が日記の内容や形態あるいは残存状況
に反映していることを明らかにした。榎原雅
治「荘官家の帳簿からみる荘園の実相―領主
の下地中分と現地の下地中分」は、同じ荘園
の土地帳簿でも領家伝来の帳簿と荘官家の
実務帳簿とでは情報の内容や質が異なるこ
とを指摘。後者の地下帳簿の分析から、領主
クラスの帳簿では見えてこない荘園の実相
に迫った。窪田涼子「村の寄進状」は、様式
がないとされる村の寄進状について、構成要
素の共通性を探るなかで、寄進物件の移動に
関する二つの契約（世俗間＋寄進者と仏神
間）を含む文書と、その基本的性格を導き出
した。池松直樹「中世村落の祈祷と巻数」は、
寺社による祈祷の証である巻数が、村落にお
いては巻数板とともに地域を守る役割を果
たす地下文書として機能していたことを示
した。熱田順「偽文書作成の意義と効力―丹
波国山国荘を事例に」は、偽文書が地下で作
成された背景に新たな由緒の創造があった
ことを指摘し、由緒書とセットとなって人び
との意識構造を支えた点に偽文書の意義を
認めた。松本尚之「「今堀日吉神社文書」に
おける端裏書の基礎的考察」は、中世を通じ
て券文類の管理に用いられた端裏書を手が
かりに、今堀郷の人々が重視した情報を析出
した。 
 
(3) 地下文書の原本調査に基づく研究：朝
比奈新「大嶋神社・奥津嶋神社文書」は、売
券・寄進状の執筆者が契約までの一連の過程
を担った実務能力に長けた人物であったこ
とを筆跡を手がかりに証明。また、花押や略
押の観察から、花押の統一や継承が荘官層や
村人の間でなされていた可能性や、略押使用
における住民各人の役割を明らかにした。佐

藤雄基・大河内勇介「秦家文書―文書調査の
成果報告を中心に」では前半で佐藤雄基が、
上申文書の転用による文書作成、正文・案文
の区別の曖昧な文書を作成し文書利用の世
界を広げたこと、紛争解決の記憶をとどめる
ため作成した仮名書きの下達文書など、地下
文書特有の利用実態を析出した。後半では大
河内勇介が、古文書学における花押と略押の
二項対立的理解を批判し、家印・花押・略押・
印鑑の使い分けが地下の世界で行われてい
たことを論証した。呉座勇一「王子神社文書」
は、原本調査で見いだされた銭主（貸借関係
の貸主）の署判と借主の連署が一紙に同筆で
書かれた預け状について分析。呉座は、文書
交換後に手元の預け状の案文を作成し、借主
の名を記すことで預り状の案文の代替とし
たと想定している。一見正しい様式から逸脱
したかにみえる地下文書も、現物観察に基づ
き機能面から考察すると正確な理解に至る
ことを示す論考である。渡邊浩貴「間藤家文
書―近世土豪の由緒と中世文書」は、地下文
書が中世における発給当初の機能とは別に、
近世に入り由緒形成と連動して、それを担保
する存在としての機能が上書きされ伝来し
た事実を、伝来過程の復元から明らかにした。 
大村拓生「禅林寺文書―売券の観察から」は、
文書一点一点の現行形態がどのように成立
したかを、売券の作成・保管・再移転・照合
などのプロセスの復元から跡づける。その結
果、正文を浄書した案文の意義や仲介者によ
る執筆の可能性などが見いだされた。坂本亮
太「栗栖家文書―署判と由緒」は、中世前期
の在庁層の系譜を引く栗栖家の文書が後世、
由緒の確認・再生産という二次的機能を帯び
て伝来したこと。この由緒を示す機能は、栗
栖家と婚姻関係にある周辺在地領主層にも
及んだことを署判に注目することで論証し
た。山本倫弘「大宮家文書―春日神人と在地
社会の接点」も、中世文書が近世に家の由緒
を伝える史料として保管され、意図的改編を
含め政治的に利用された事実を示している。 
 
(4) 地下文書論の射程を広げる研究：高橋
一樹「金石文・木札からひらく「地下文書」
論」は、紙を媒体としない文字列史料である
金石文・木札を手がかりに、「場と密着しな
がら、文書の機能に最適な支持体（媒体）が
モノの特性をも加味しながらフレキシブル
に選択され」た点に地下文書の特質を見いだ
す。そして、地下のリテラシーは、統治のツ
ールで形式にこだわる文書の本質を換骨奪
胎しながら、文書をゆるやかに作り・使うと
ころにあったと指摘した。古文書学が前提と
してきたリテラシーの下降・分散論を根底か
ら相対化し、地下の社会のメディアとリテラ
シーを総体として解明するという点におい
て、地下文書論は史料論のフロンティアに立
つということができる。湯浅治久「東国にお
ける「地下文書」の成立―『香取文書』の変
化の諸相」は、東国社会や権門寺社において



も一定の条件がそろえば地下文書が成立す
る過程を『香取文書』を素材に跡づけた論考
である。その条件とは、書面を扱う社会的階
層の拡大であり、背景として地域社会諸階層
の権利の重層化による権利主張が想定され
ている。春田直紀「浦刀祢家文書の世界」は、
中間層の浦刀祢家の文書分析から、史料用語
の「地下文書」が登場する以前から権門領主
の発給文書とは異なる在地に密着した下達
文書の様式と機能の展開があり、浦刀祢家・
百姓等による文書の二次利用もあったこと
を解明。支配文書の集積が地下文書の創出を
促し、やがて文書様式に由来しない家印が地
下文書の署判に準用されていく過程も描い
ている。 鶴島博和「我、鄙のもの、これを
証す」は、地下文書を「中央権力の統制から
一定自立して作成された文書」と定義するな
らば、10 世紀のイングランドにも告知文書と
いう該当するものがあると指摘する。鶴島が
取り上げた告知文書には「鄙のもの」と名乗
る証人が署名するが、日本の「地下人」に通
じる存在といえよう。また、その文書自体も
王文書の様式になぞらえ、国王集会での同意
という体裁をとりつつも、実際には地域集会
での紛争解決を経て作成された当事者間の
同意書であり、地域のもつ社会的調整力の痕
跡が残ると指摘され、日本の地下文書との共
通性を読みとることができる。鶴島が分析し
た事例は、地下文書論が提起する方法が日本
史にとどまらない汎用性をもつことを示唆
しているのである。 
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